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 このメールマガジンは、普及事業に関する情報などを、登録された皆様に無料

でお届けするものです。まわりに登録されていない方がおられましたら、ぜひ登

録をお勧めください。 

 登録先は、https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html をご覧ください。 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

            【 本 号 の 内 容 】 

 

【技術普及課からのお知らせ】 

☆秋の農作業安全確認運動を実施します！ 

【施策情報】 

☆令和５年度「飼料用米多収日本一」コンテストの募集を開始しました 

☆令和５年度「野菜の日（８月 31日）」Web シンポジウム開催のお知らせ 

☆大規模輸出産地形成に向けた取組について 

☆農林漁業バイオ燃料法に基づく支援措置について 

☆「2032年における世界の食料需給見通し及びロシアのウクライナ侵攻が世界

の食料需給に与えた影響」(令和５年８月 29日(火)14時 Web会議)のご案内 

【病害虫発生予報の発表について】 

☆「令和５年度 病害虫発生予報第６号」の発表について 

 

╋╋・‥… 技術普及課からのお知らせ …‥・╋╋ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆秋の農作業安全確認運動を実施します！ 

【農産局技術普及課】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

農林水産省では、春（３～５月）と秋（９～10 月）に重点期間を設定して農

作業事故の防止に向けた運動を展開しています。 

 今秋も、春に引き続き「徹底しよう！農業機械の転落・転倒対策」を重点推進

テーマに、農業指導、講習会等の直接的な声かけだけでなく、SNS、ラジオ放送、

有線放送、広報誌等の媒体を活用した「声かけ」や、農業機械の転落・転倒対策

の徹底を促す研修の実施等を掲げ、秋の農作業安全確認運動を実施します。 

普及指導員の皆様におかれましては、上記の声かけ運動や研修の実施に関わ

っていただき、秋の農作業安全確認運動ひいては地域の農作業安全の推進にご

協力いただきますようよろしくお願いします。 

 

▼詳細はこちら 

〇農作業安全対策（全国農作業安全確認運動） 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/index.html 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/index.html


 

 

※お問い合わせ先  

 農林水産省 農産局 技術普及課（担当：安藤） 

                     （０３－６７４４－２１１１） 

 

╋╋・‥… 施策情報 …‥・╋╋ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆令和５年度「飼料用米多収日本一」コンテストの募集を開始しました 

【農産局穀物課】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

農林水産省及び一般社団法人日本飼料用米振興協会は、飼料用米の生産に取

り組む農家の生産技術向上を図るため、平成 28年度から「飼料用米多収日本一」

コンテストを開催しています。最優秀者には農林水産大臣賞が授与されます。 

令和５年度は、８月１日（火）から８月 31日（木）まで参加者を募集してい

ます。パソコンやスマートフォンからの応募も可能です。 

普及指導員の皆様におかれましては、本コンテストに関心のある農業者の方

がいらっしゃいましたら、以下のプレスリリースをご紹介いただきますようお

願いします。 

 

▼詳細はこちら（プレスリリース） 

 https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/kokumotu/230801.html 

▼オンラインでの参加申込みも可能です 

 https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/nousan/kokumotu/230801.html 

 

※お問い合わせ先  

  農林水産省 農産局 穀物課（担当：太田）（０３－３５０２－５９６５） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆令和５年度「野菜の日（８月 31日）」Web シンポジウム開催のお知らせ 

【農産局園芸作物課】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

８月 31日は、野菜「８(ヤ)３(サ)１(イ)」の日です。野菜の１人１日当たり

の摂取量は平均 280g 程度で、目標値の 350g に至っていない状況が続いている

ことから、野菜の消費拡大に向けて Web シンポジウムを開催します。特に本年

は、ユネスコ無形文化遺産登録 10周年を迎える「和食」 の一つである「漬物」

に注目し、最新データに基づいた漬物の特徴等についての基調講演のほか、時代

にマッチした漬物の生産や、食生活の中での新たな取り入れ方等について、多様

な方々によるパネルディスカッションを行います。 

野菜の消費拡大や加工・業務用野菜の取組にご関心のある普及指導員の皆様

は、ぜひご参加ください。併せて、本件を関係者に周知いただくようお願いしま

す。 

 

▼詳細はこちら 

○プレスリリース：令和５年度「野菜の日（８月 31日）」Webシンポジウムを開

催します 

https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/ryutu/230801.html 

https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/kokumotu/230801.html
https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/nousan/kokumotu/230801.html
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/ryutu/230801.html


 

 

※お問い合わせ先  

 農林水産省 農産局 園芸作物課（担当：中村、高畑、藤富） 

（０３－３５０２－５９５８） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆大規模輸出産地形成に向けた取組について  【輸出・国際局輸出支援課】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

農林水産省では、「GFPフラッグシップ輸出産地形成プロジェクト」により、

地域の関係者が一体となり海外の規制やニーズに対応するため生産や流通の転

換を行う大規模輸出産地形成の取組を支援しています。本事業では輸出向け多

収品種の作付転換に向けた栽培指導（新潟県・コメ）、輸出先国の残留農薬基

準に対応した防除実証（宮崎県・キンカン）等、普及指導員が活躍されていま

す。 

また、輸出産地育成に向けては、JAグループが総力を挙げ主体的に輸出産地

の課題を踏まえたより効果的な指導等ができるように、JAグループと農林水産

省が連携していくこととしています。今後、このようなまとまりを持った輸出

産地のさらなる育成には、普及指導員の皆様のご指導・ご協力が不可欠である

と考えていますので、輸出産地育成に向けた積極的なサポートについてご協力

のほどよろしくお願いします。 

 

▼詳細はこちら 

○GFPフラッグシップ輸出産地形成プロジェクト（農林水産省 HP） 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/gfpglobal_koubo.html 

 

※お問い合わせ先 

 農林水産省 輸出・国際課 輸出支援課（担当：二瓶・武藤） 

 （０３―６７４４―７１７２） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆農林漁業バイオ燃料法に基づく支援措置について 

【大臣官房 環境バイオマス政策課】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

農林水産省では、農林漁業バイオ燃料法により、農林漁業者とバイオ燃料製造

業者の連携によるバイオ燃料製造や、バイオ燃料の原材料生産等の研究・開発に

対する支援を通じた、バイオマス資源のバイオ燃料の原料利用を促進していま

す。 

例えば、農林漁業者等とバイオ燃料製造業者が連携してバイオ燃料製造に取

り組む生産製造連携事業計画の認定を受けた場合、固定資産税の課税標準額が

３年間減免されるなどの措置がありますのでお知らせします。 

普及指導員の皆様におかれましては、本認定制度が活用されるよう、農業者へ

の周知等のご協力をお願いします。 

 

▼詳細はこちら 

〇農林漁業バイオ燃料法関連情報  

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/bio/nenryoho/ 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/bio/nenryoho/


 

〇農林漁業バイオ燃料法パンフレット 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/bio/nenryoho/attach/pdf/index-2.pdf 

 

※お問い合わせ先  

  農林水産省 大臣官房 環境バイオマス政策課（担当：原口、大串） 

（０３－６７４４－１５０８） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆「2032年における世界の食料需給見通し及びロシアのウクライナ侵攻が世界

の食料需給に与えた影響」(令和５年８月 29日(火)14時 Web会議)のご案内 

                       【農林水産政策研究所】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 農林水産政策研究所では、自ら開発した「世界食料需給モデル」を用いて、 

平成 20年度以来、10年後の世界の食料需給見通しを推計・公表してきまし

た。 

  今回の研究成果報告会においては、新たに推計した 2032年における世界の 

食料需給見通しの概要について、とうもろこし、小麦、大豆等の主要農産物の 

最新の需給動向、ロシアのウクライナ侵攻が世界の食料需給に与えた影響等と 

あわせて報告します。 

 普及指導員の皆様におかれましては、ご参加くださいますようご案内いたし

ます。 

 

▼詳細はこちら  

https://www.maff.go.jp/primaff/koho/seminar/2023/20230829.html 

 

※お問い合わせ先 

  農林水産省農林水産政策研究所(担当:勝又、小向) 

                     （０３－６７３７－９０１２）           

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆「令和５年度 病害虫発生予報第６号」（令和５年８月９日(水)付け）を発表し

ました                    【消費・安全局植物防疫課】  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

農林水産省は、向こう１か月の農作物の病害虫発生動向や防除について「病害

虫発生予報第６号」を発表しました。 

普及指導員の皆様におかれては、病害虫防除所と連携し、地域での防除が確実

に実施されるようご指導をお願いします。 

  

〇向こう一ヶ月の発生量が多くなると予想される主要な病害虫及び地域 

・水稲の斑点米カメムシ類：東北、南関東、東海、中国及び四国の一部の地域 

・野菜のオオタバコガ：関東及び近畿の一部の地域 

・なしのハダニ類：北九州の一部の地域 

この他、水稲のいもち病等、地域によっては多くなると予想されている病害虫

があるので注意してください。 

 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/bio/nenryoho/attach/pdf/index-2.pdf


 

▼詳細はこちら 

・都道府県の発表する病害虫発生予察情報と併せてご利用ください。  

〇「令和５年度 病害虫発生予報第６号」の発表について（令和５年８月９日付

け農林水産省プレスリリース）  

https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/syokubo/230809.html 

〇これまでの病害虫発生予報についてはこちら  

  https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/yosatu/index.html 

 

※お問い合わせ先  

  農林水産省 消費・安全局 植物防疫課（担当：岡田、城野、吉田、河合 

（０３－３５０２－３３８２） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                編集後記 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

８月の恒例といえば、夏の甲子園とお盆。共に地域に関係するイベントとして

盛り上がる。夏の甲子園の出場校は地方大会を勝ち抜いて優勝した都道府県代

表の高校。自然、各県対抗戦的な試合となり、郷里を離れて久しい人も自分の出

身地の応援に力がこもる。 

一方、お盆は各家庭で行われる行事をメインに盆踊り等地域での行事が行わ

れることも多い。お盆には、墓参りを行い、仏壇にはお供え物をして、ご先祖様

の供養を行う。お盆の頃は故郷を離れて暮らす人が里帰りするため、新型コロナ

ウィルス感染症拡大前までは、新幹線や飛行機、高速道路などは大混雑し、その

風景は夏の風物詩の一つとなっていた。故郷への帰省を控えた人々も今年の夏

は久々に帰省し、親類・縁者に会い談笑し、ここ数年の出来事をご先祖様に報告

しているのだろうか？日常が戻っていくこの夏、皆様いかがお過ごしですか。 

 

◎編集担当Ｔ◎ 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

※メルマガの配信登録はこちら 

  https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 

※バックナンバーはこちら 

  https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/hukyu/h_mailmag/index.html 

※ＰＤＦ形式のファイルの閲覧について 

  メールマガジンに記載したＵＲＬで、一部ＰＤＦ形式のものがあります。 

  ＰＤＦファイルをご覧いただくためには農林水産省ホームページ 

  ⇒ https://www.maff.go.jp/j/use/link.html 

  「３ ＰＤＦファイルについて」をご覧になり、「Get Adobe Reader」 

  のボタンで Adobe Reader をダウンロードしてください。 

 

https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/syokubo/230809.html
https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/yosatu/index.html
https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/hukyu/h_mailmag/index.html
https://www.maff.go.jp/j/use/link.html

